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① 3 人ノ 学生ガ 反対シタ            （Q ノ NC 型） 
② 出席シタ学生ノ 3 人ガ 反対シタ        （N ノ QC 型） 
③ 学生ガ 3 人 反対シタ             （NCQ 型） 













 ⑤ 77 キロノ学生ガ転ンダ              （属性 Q） 
 ⑥ アルトコロニ一人ノ若者ガオッタ         （不定マーカー） 
 ⑦ （山本，須田，岩田）アノ三人ハドコヘイッタ？  （代名詞的用法） 
 
⑤，⑥は形式上①（Q ノ NC 型）と同じ形式をしている。しかし，⑤のような例は，「体重





















                                                  
2 奥津（1983・1989・1996ｂ）参照，詳しくは第 3 章で論じる。 
















（6）a. たくさんの本を買った。   Q の NC 型 
    b. *本のたくさんを買った。  N の QC 型  
c. 本をたくさん買った。    NCQ 型 





































本論に入る前に，第 3 章ではこれらの区別を議論したい。  
 
 数詞     １，２，３，・・ 
  助数詞    匹，冊，kg，cm・・・ 




に扱うときは，NCQ 型，Q の NC 型，NQC 型，N の QC 型を用いるが，Q の NC 型と
NQC 型，N の QC 型をまとめて扱うときは，名詞句内数量詞用法という用語を用いる。こ








NCQ 型   「ワインを３本」のように名詞，助詞，数量詞の順で並ぶタイプ  
Q の NC 型 「3 本のワインを」のように数量詞＋の，名詞，助詞の順で並ぶタイプ 
NQC 型   「ワイン 3 本を」のように名詞，数量詞，助詞の順で並ぶタイプ  
N の QC 型  「ワインの 3 本を」のように名詞＋の，数量詞，助詞の順で並ぶタイプ 
 




*        文法的に非文であること 
  ？      非文とは言い切れないが，少しすわりが悪い文であること 
         →？の数が増えるほどすわりが悪くなることを表す 
  ＃      当該の文脈では意味が合わないこと 
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る（池上 1971b，宮地 1972）。 










紹介する際に，Q の NC 型を‘Basic’としている。 
Basic      二枚の色紙をとった 















移動の議論では，Q の NC 型や NQC 型が基底構造となって NCQ 型が派生されると考え
られていた。そういった議論から遊離数量詞や数量詞遊離構文といった用語で NCQ 型を呼
ぶようになったのである。NCQ 型を遊離したものと考え，その基底形をめぐって様々な議
論が出ている。柴谷（1978）は Q の NC 型の構造に近いものが深層構造であり，そこから
数量表現が遊離することによって NCQ 型が現れるとしている。以後同じ立場の研究者に
NCQ 型は数量詞遊離（quantifier floating）構文と呼ばれてきた。神尾（1976，1977）で
                                                  
7 これについては４章で詳しく述べる。 
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は，Q の NC 型を基底構造として NCQ 型が派生されるとしている。それに反論して奥津






























































本論文では「数詞＋助数詞」をまとめて Q としている。第 1 章で定義したとおり，Q は


















   







ていくが class が減るとそれが難しくなるということである。 
日本語の助数詞は 500 あると言われているが，常用は 27（Downing1996）や 32（松本
                                                  











アフリカのバントゥ諸語である（橋本 1978a，西江 1978，宮本 1993）。よく知られている







    日本語   バントゥ諸語   ヂルバル語   フランス語など 
（類別詞）   （クラス）   （名詞分類辞）  （ジェンダー） 
    27～32     10～20         4         ２ 
    易                           難 
















① 3 人ノ 学生ガ 反対シタ            （Q ノＮC 型） 
② 出席シタ学生ノ 3 人ガ 反対シタ        （N ノ QC 型） 
③ 学生ガ 3 人 反対シタ             （NCQ 型） 
  ④ 学生 3 人ガ 反対シタ              （NQC 型） 

















 数量表現の議論において属性 Q と呼ばれる表現がたびたび取り上げられる。（1）の表現
がそうであるが，これらは N を Q が参照しておらず，厳密には数量表現とは言えない。 
（1） a. 2000cc の車 
      b. 200 キロの力士 
c. ８畳の部屋 
d. 1 リットルの瓶 
e. 300m の東京タワー 
f. 10 段の階段 
g. 26 度の部屋                        西山（2003） 
これらは数量詞 Q と名詞 N からなるという点において本論文で扱う数量表現と同じである
が，車の数は‘台’を用いて数えるので，（2）のようなタイプが数量表現であると言える。 
（2） a. ３台の車 
    b. ８人の学生 
c. １リットルの酒                      西山（2003） 
また，属性 Q は NCQ 型が作れないことをその特徴としている（奥津 1983，1989，1996
ｂ）。この点においても数量表現とは大きく違う。 
（3）  a 太郎は今月 2000cc の車を買った。 
b  *太郎は今月車を 2000cc 買った。 
基本的に（3）b.のように NCQ 型にして非文となってしまうものを属性 Q としているが，
NCQ 型が非文にならないときでも（4）a のように意味的に“階段”の属性を表していると
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考えられるものなら属性 Q に入れることを奥津（1996b）で認めている。 





（5） a. その車は 2000cc である。 
b. あの力士は 200 キロだ。 
c. その部屋は 8 畳である。 



























   集合類別詞：対，足，束，輪，山，セット，グループ，列，チームなど 









   集合類別詞：対，足，束，輪，山，セット，グループ，列，チームなど 
   計量類別詞：杯，匙，袋，切れ，抱え，包みなど 












                                                  
12 加藤[重](2003)の「存在数量詞：非存在数量詞」，張（1983）の「助数詞：単位名」，Martin









  （9） a.  apple, book, person  可算   →   有界 







  （10）a.  dog horse（可算）：fish sheep（不可算）        （井上 2002） 
      b.  an apple（可算）：5kg of apple（不可算）        （今里 2004） 





























































に撒けば，「そういう状況を指して，無冠詞の steak という形を使って‘There’s steak all 




知プロセスが存在するということである（レイコフ 1987，篠原 1993，池上 2000 など）。 
 












  （12） ８キロのリンゴ  



































それが属性 Q であることを見ていく。 
４．１．マッチング原則違反 






（13）本章の仮説：マッチング原則に違反した助数詞と名詞のペアが属性 Q を形成する 
 
もう一度例文を掲載する。 
（14＝（1）） a. 2000cc の車 
            b. 200 キロの力士 
c. ８畳の部屋 
d. 1 リットルの瓶 
e. 300m の東京タワー 
f. 10 段の階段 
g. 26 度の部屋     
これらはすべて，「測定類別詞+個体名詞」というペアである。‘車’という名詞は‘１台２
台’と分類類別詞で数えるべきところに測定類別詞‘2000cc’が使われている。‘力士’も




















（16）３個のリンゴ       分類類別詞+個体名詞   
８キロのリンゴ      測定類別詞+連続体化された個体名詞 




４．２．属性 Q の解釈 





































 ここまで見てきたマッチング原則違反は，先行研究で属性 Q とされる例と関わってくる
「測定類別詞+個体名詞」の組み合わせのみを対象としてきた。しかし，マッチング原則違
反は「分類類別詞+連続体名詞」というもうひとつのパターンが存在する。 






















































                                                  
16 “Very many languages make use of what are called classifiers for the purpose of 
explicit individuation and enumeration and have no distinction of singular and plural in 
nouns.”（Lyons1977：227）という同様の指摘も見られる。 
17 2.節で扱った集合類別詞や計量類別詞という分量語彙は，「a pair of」「a pile of」「a glass 

















































（18）   路   みち 
一条路   一本の道 
这 条路   この道 
这一条路   この一本の道    
（19）    肉   にく 
一斤肉   一斤のにく19 
*这 斤肉   この斤のにく？ 




    a 这对双胞胎  この（組，対）双子 
b 这只猫    この（匹）猫 
                                                  
18 類別詞とは後ろに来る同音名詞を区別するためのものであり，数量詞は数量の単位を表
すのみであるとしている。 
19 斤というのは 500 グラムにあたる中国語の測定類別詞である。 
 28
c 这条狗    この（匹）犬 
（21）測定類別詞  
  a ？这尺布   この（長さの単位）布 
b ？这斤肉   この（重さの単位）肉 












（22） 我买了 3本书。：本を 3 冊買いました。 
  （23） 我吃了 4个苹果。：りんごを 4 つ食べました。 
 測定類別詞 
（24） 我买了 3公斤（的）猪肉。：豚肉を３kg 買いました。  

























第 4 章 NCQ 型数量表現 
 
 
 ここで扱う NCQ 型とは，数量詞遊離構文，数量詞連結構文，数量詞の副詞的用法などと
























１．１．１．NCQ 型が基本形であるとする見方  
 意味的には NCQ 型が基本形であるという指摘がされている（三上 1953，川端 1967，池
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上 1971b，角田 1991，奥津 1996a，加藤[重]2003 など）。これらの研究では Q の NC 型と
NCQ 型を比較しているものや，Q の NC 型と NQC 型と NCQ 型を比較しているものなど
比較対象はさまざまであるが，どれも共通して NCQ 型を基本的なものと捉えている。 
（1）a 昔ある所に[子豚三匹]が 住んでいました。（NQC 型） 
ｂ 昔ある所に[三匹の子豚]が 住んでいました。（Q の NC 型） 
ｃ 昔ある所に[子豚]が[三匹]住んでいました。（NＣQ 型）   奥津（1996a） 
















  （2）学生が 5 人来た。 
（3）学生を 5 人招待した。 
（4）??彼は友達に 2 人プレゼントをあげた。 
（5）??彼は犬と 2 匹散歩をする。 
それ以外の格では少数の例が報告されているが，（6）（7）の例もが格・を格の例に比べる
と，やはり許容度は落ちるのではないだろうか。 
  （6）会社訪問で地元の企業に 2 つ行ってきた。 





























 1.1.で見たように NCQ 型を基本形と見るか派生形と見るか二つの立場がある。意味を扱





































とが挙げられる。本章の 1.1.で述べた通り，NCQ 型の C の部分には，が格・を格以外は使






数量詞は名詞を修飾するものであるという発想の背景を探るにあたり，Q と N の意味的
な関係を考えたい。「学生ガ 3 人反対シタ」という例で Q と N の関係を見ると，Q の‘3
人’は‘学生’の数を数える助数詞を使っており，Q と N はセットであるという認識が生
まれる。そういった発想から Q と N がセットで使われる「3 人の学生ガ反対シタ」という
形を基本的なものとして考えてしまうのである。確かに助数詞の選択は名詞の種類によっ
て決まるわけであるから，Q と N の対応関係は存在する。しかし，数というものを考える
とき，例えば「ケーキを３個食べた」という文において，‘３’はケーキというモノの数で
あると同時に，食べたというコトの数でもある。だから，一概に Q と N だけが対応してい
るのではなく，Q は述部とも関連があるのである。第 2 章で見たように多くの研究が数量
詞の副詞性を指摘していた。 












































（9） 세  명의  친구가  우리  집에  왔다. → 3 人の友達が私の家に来た。 
３ 人の 友達が 私の 家に 来た 
친구가  세  명  우리  집에  왔다.  →友達が 3 人私の家に来た。 
友達が ３ 人 私の 家に 来た 
친구  세  명이  우리  집에  왔다.  →友達 3 人が私の家に来た。 







  （10） a 세  명의  생도가  결석했다.   → 3 人の生徒が欠席した 
         ｂ  생도가  세  명  결석했다.    → 生徒が 3 人欠席した 
（11） a  아버지는  네  병의   맥주를   마셨다.→ 父は 4 本のビールを飲んだ 
         b 아버지는  맥주를  네  병   마셨다.      → 父はビールを 4 本飲んだ 
  （12） a  그는  두  명의  친구에게  돈을  빌려주었다.  
→ 彼は 2 人の友達にお金を貸した。 
         b *그는  친구에게  두  명  돈을  빌려주었다. 
→ ??彼は友達に 2 人お金を貸した。 
  （13） a 동생은  매일  두  마리의  개와  산보한다.  
→ 弟は毎日 2 匹の犬と散歩する。 
         b *동생은  매일  개와  두  마리  산보한다. 




のように，QN の順と NQ の順の２パターンである。‘を格’‘が格’の格助詞がないので




NQC 型と NCQ 型が区別できない。日本語で‘を格’‘が格’にあたる例文では，それぞれ
2 タイプの数量表現が可能である。 
（14）日本語の‘を格’に相当する例 
a.  Saya  beli   tiga  buah  buku.  
私  買う   ３   冊   本 
b.    Saya   beli     buku   tiga   buah.  
        私   買う     本    ３   冊 
（15）日本語の‘が格’に相当する例 
a.   Tiga orang mahasiswa datang. 
３  人  学生   来る 
     b.   Mahasiswa tiga orang datang. 





buku (yang) tebal → 厚い本 
        本        厚い 
buku saya    →  私の本 
        本  私 
さらに，インドネシア語も格助詞に制限があることを見ていく。‘と格’や‘から格’が
関わってくる例文では（17）（18）のように，２パターンあるうちの片方しか使用できない。
しかも，QN という遊離している方が許容されて，連体修飾と同じ語順である NQ の並び方
はどちらも許容されなくなっている。 
（17）「（私は）2 匹の犬と散歩した」 
saya jalan-jalan dengan dua ekor anjing. 
私  散歩する   と  二   匹  犬 
？saya jalan-jalan dengan anjing dua ekor25.  
                犬  二 匹 




saya mendapat surat  dari  dua orang teman. 
私  もらう  手紙  から 二  人  友人 
*saya mendapat surat dari teman dua orang 26. 





ベトナム語も数量詞があるが，語順は以下のように QN の順になる。 
（19）日本語の‘を格’に相当する例 
Tôi   mua  3  cuốn  sách.      
      私  買う    冊   本 
（20）日本語の‘が格’に相当する例 
Có   3   sinh viên28   đến.     





cuốn sách  dày    → 厚い本 
      冊 本  厚い 
      cuốn sách  của  tôi  → 私の本 
         冊 本   の  私  
今回調査した限りでは，格助詞による制限などは見つからなかったが，やはりベトナム語
でも数量詞の遊離は確認できた。 









中国語   我 买   三本  书。 
       私  買う 三冊 本 
 タイ語  súu   nâŋ sŭu  săam  lêm30. 





       我  的   书 
     私  の   本 
          很厚   的   书 
厚い   の   本 
昨天  他  买  的  书 





（24）  *我 买   三本 的 书。 

























nâŋ sŭu  năa    厚い本 
本   厚い 
nâŋ sŭu khɔɔŋ    chăn   わたしの本 
本    の    私 
（26）*nâŋ sŭu khɔɔŋ  săam  lêm32. 








 数量詞類別型言語の数量表現を概観してきた。今回は 5 ヶ国語しか扱えていないが，あ
る程度はっきりした傾向が見えた。韓国語，インドネシア語，ベトナム語では連体修飾表
現と数量表現は語順が逆になっており，遊離していることが確認できた。中国語も連体修






























 （27）a あ，鳥が一羽，二羽，三羽飛んできた。 






 確かに NCQ 型は動的な使用が見られる。絵描き歌の例を以下に挙げるが，絵描き歌では
NCQ 型のみが使われている33。  
 
（28） ♪ 六月六日にユーフォーが，あっちいってこっちいっておっこちて，おいけが二
つできました…                              （ドラえもんの絵描き歌） 




高見 1998abc，高見・久野 2002，東郷 2005，Downing1996）。それらの研究で共通してい




   b 鉛筆を一本ください   
文房具屋で（29）a のような言い方はせずに b のような言い方をするのはなぜかということ
を解説している。 
  







                                                  
















 4.1．と 4.2．で見てきた NCQ 型に関する指摘は，決して矛盾するものではなく，むしろ
同じことを別の側面から述べている。数量詞が動的であるという側面は確かにあり，それ
ゆえに NCQ 型という語順になり，NCQ 型が動的な使用をされているというのは 4.1．で









：NCQ 型は数量表現の基本形であり，Q を焦点化した形式である 
 
５．NCQ 型の成立条件に関する考察～格助詞の制限 





















 （36）a 芥川ガ自殺シタ     
     b 芥川ノ自殺  
 （37）a 大使ヲ誘拐スル 

































量表現から統計的に，無標のフォーカスになっている名詞句が N となり，NCQ 型ができる
という主張を行なっている。 
 大木（1987）では，小説などから数量表現を収集し，集めたデータでは NCQ 型が出現
するのはが格・を格の場合のみであり，それらの出現状況は，自動詞の主語 122 例，他動





（41）a 3 人 A 組の学生が B 組の学生をなぐった。 
b A 組の学生が 3 人 B 組の学生をなぐった。 
   c A 組の学生が B 組の学生を 3 人なぐった。 
（42）a 3 人 B 組の学生を A 組の学生がなぐった。 
b B 組の学生を 3 人 A 組の学生がなぐった。 







































第 5 章 Q の NC 型数量表現 
 
 




なされてきている。ここでは，今まで指摘されてきている Q の NC 型に関する先行研究を
まとめ，それらはすべて一つの原理でまとめることができるということを主張する。 
 
Ⅰ部 現代における Q の NC 型 
  




 多くの研究が，Q の NC 型と NCQ 型を対象として，その違いについて論じている。そも
そも数ある数量表現の中で，どうしてこの２タイプだけが研究の対象になってきたのであ
ろうか。会話や小説だけの資料を用いている Downing（1996）では，集めたデータ 226 例
中 106 例が Q の NC 型で，96 例が NCQ 型であるとしている34。ここからもわかるように
数量表現において圧倒的多数が Q の NC 型か NCQ 型によって表されているのである35。こ
ういった使用頻度の観点から，Q の NC 型と NCQ 型だけを研究対象とする理由が説明でき
るであろう。4 章で見たとおり，意味的には NCQ 型が基本形とされてきた。それに対して，
これまで大きく分けて３つの論点から Q の NC 型を説明しようとされてきた。ここではそ
の 3 つの論点を順番に見ていく。なお，本章での議論は，Q の NC 型と NCQ 型のどちらで
                                                  
 本章は岩田一成（2004）「日本語数量詞の位置と意味」を基にしているが，博士論文を執
筆するにあたり，大幅に加筆している。 
34 このデータは Q の NC 型，NCQ 型，NQC 型，N の QC 型のみを扱っており，本論文で





はほとんどの例が NCQ 型を許容しない。 
 （1）彼は 2 人の友達にプレゼントをあげた。 
（2）彼は 2 匹の犬と散歩をする。 
 ‘（1）？？彼は友達に 2 人プレゼントをあげた。 
‘（2）？？彼は犬と 2 匹散歩をする。 
１．１．定（definite）・不定，特定（specific）・不特定による説明 




















































                                                  











Martin（1954）では Q の NC 型が定（definite）であるという指摘をしているが，定か 
どうかについては判断を保留している研究が多い。Iwasaki（2002）や Kim（1995）では，
Q の NC 型は定（definite）でも不定でもかまわないということを指摘している。 
 
The pre-nominal form(Pattern A)is used whether the nominal referent it 
modifies is definite/identifiable or not. In contrast, the adverbial numeric 
phrase (Pattern B) appears when the nominal referent is 
indefinite/nonidentifiable37. （Iwasaki 2002：171） 
 




 次に特定・不特定による先行研究を概観する。“This construction may also be used to 
indicate that the intended referents are what is alternatively described as specific or 
definite38.”（Downing1996：220）とあるように，特定（specific）・定（definite）といっ
た概念を用いて Q の NC 型を説明している。ここでは‘specific or definite’と言っている
が，例文を詳しく見ると特定（specific）である Q の NC 型の例が多い。 
 
                                                  
37 ここでいう Pattern A というのは本稿で言う Q の NC 型，Pattern B とは NCQ 型を表
している。 
38 ここでいう‘This construction’とは Q の NC 型のことである。 
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（6）  三人の友達を待っています。 
   ？友達を三人待っています。 
（7）？三人の秘書を探しています。 
     秘書を三人探しています。     （Downing1996：原典はすべてローマ字表記） 
（6）のように，‘友達’を待つときは，まったく知らない友達ではなく特定の友達であり，
逆に（7）のように新しく秘書を雇うときは特定の秘書ではありえない。Naganuma（1951）
でも Q の NC 型は‘speaker’s mind’において‘specific’であると述べている。益岡・田
窪（1992）でも‘特定’という用語が用いられている。大木（1987）では‘指示的’とい
う用語で説明されているが，本稿での‘特定’と同じ意味で用いられている。 
（8）a パパイヤを 3 個欲しいのですが，… 
     ｂ *3 個のパパイヤを欲しいのですが，…            （大木 1987） 
b が言えないのは，特定の３個のパパイヤを念頭に置いているからであるという指摘をし 
ている。 







井上（1978）が以下の例文をあげて，Q の NC 型と NCQ 型では意味に違いが出るとし
ている。そこでの指摘は，定名詞句の Q の NC 型と NCQ 型を比べると，その定名詞句の
全体数と部分数の関係になるというものである。1.1.1.で述べたように，連体修飾がされて
いる名詞は定表現となる。  
（9）  a 私は[昨日会った数人の学生]を招待した。 
         b 私は昨日会った学生を数人招待した。  
（10） a [前を走っていた二台の乗用車]がつかまった。 
b 前を走っていた乗用車が二台つかまった。         （井上 1978） 
（9）においては，a が「昨日会った数人の学生全部」という読み，b が「昨日会った学生
の中の数人」という読みをもたらす。（10）の例も同様に説明できる。a が全体解釈で b が
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部分解釈になる。これは数量詞移動の議論の中で，Q の NC 型と NCQ 型は別のものである
という主張の根拠として述べられたものである。神尾（1977），奥津（1983，1989，1996
ｂなど）でも同様に定名詞句では全体・部分関係になるという Q の NC 型と NCQ 型の違
いが指摘されている。 
全体部分関係といえば，以下のような例もある。  
（11） a 10 段の階段をのぼる（全部で 10 段）。 
     b 階段を 10 段のぼる（全体は 10 段以上）。          國廣（1980） 
（12） a 100 ページのチョムスキーの本を読んだ（全部で 100 ページ）。 
ｂ チョムスキーの本を 100 ページ読んだ（全体は 100 ページ以上）39。 
奥津（1983） 
これらは，厳密に言うと本稿の対象になるべきものではない。なぜなら Q が N のカテゴリ
ー情報を表すものではないからである。（12）の例がわかりやすいが，‘本’を数えるとき
の数量詞は‘冊’であって‘ページ’ではない。ただ，全体・部分関係になる数量表現の
典型例を理解するのには役に立つ。Q の NC 型が全体数を表すという特徴を，以後の議論
では全体性と呼びたい。 
 Q の NC 型と NCQ 型を比べると全体・部分関係になるというのは，このようにある一定
の数を持つものの全体数を Q の NC 型の Q として前置する場合である。一定の数を持った
ものを前提とすることで，このような全体・部分関係ができると考えると，特定・不特定
というのも全体・部分関係とほぼ同義で使えるということがわかる。実際に 1.1.2．で紹介







（加藤[重]1997，2003）40。そこでは NCQ 型が離散的認知を表し，Q の NC 型が集合的認
                                                  
39 奥津（1996b）では，これらを属性 Q としている。4 章で見た。 
40 NCQ 型は distributive reading でなければならないという同様の指摘もある（「Only 






（15） 【青果店に行くと，「リンゴ 2 個 300 円」「リンゴ 5 個 600 円」のようにパックさ
れてリンゴが売られている】「5 個のリンゴがほしいんですが」 








  [１] 遊離数量詞文は離散的認知を反映する。 
  [２] 離散的認知が行われていることを示すには，その集合をひとつの単位と見なすだ
けの根拠（集合的認知の根拠）が共有知識に排他的に存在してはならない。 
このように認知の観点から数量表現の位置と意味を考えようとする研究は他にも，本多 
（2005），尾谷（2002）などが挙げられる。それぞれ Q の NC 型：NCQ 型を，静的・非時



















によると，Q の NC 型は特定性，全体性，集合性という特徴で説明されてきていた。これ
らは，（21）のようなスキーマを想定すればすべて矛盾することなく説明できる。 
（21）  Q の NC 型のスキーマ 
 
 
                  
        ○ ○ ○      
                   
 
ある一定数を持つ集合物を想定すれば，それを特定することができるし，Q がその全体を
表していることになり，当然集合性を持っているといえる。こういった条件で Q の NC 型






こでは，2.1.では集合物認知をもたらす文法構造は，Q の NC 型が非制限的連体修飾である
と仮定すれば説明できることを主張し仮説を提示する。2.2.ではその仮説をたてることの利
点を述べて，2.3.で NCQ 型との比較を行なう。 
























（23） 5 人の日本人が発見された。      制限的 




 制限的な連体修飾と非制限的な連体修飾，それぞれの数量表現を NCQ 型の比較してみた
い。 
 







 （25）？5 人の日本人が発見された。  
       日本人が 5 人発見された。   
制限的な例を比べてみると，NCQ 型の方がやや落ち着きがよいのではないだろうか。ただ
し，ここの判断は難しく，Q の NC 型に関しても違和感を感じない人もいるであろう。こ
れはⅡ部でくわしく論じるが，通時的に見ると，Q の NC 型の使用が増えてきていること
とも関連する。ただし，（26）のように，非制限的な例にしてみると NCQ 型はすわりが悪
くなる。 
（26） 1 億 2000 万人の日本人が驚いた。  
  ？？日本人が 1 億 2000 万人驚いた。   
このような言い方がおかしいのは，第 4 章で指摘したように NCQ 型は Q を焦点化すると
いうことで説明ができるであろう。既定の事実である「日本人の人口」は，それを知って
いる人にとって焦点にはなりえないのである。非制限的連体修飾においては Q の NC 型の
方がすわりがよくなるという事実から考察すると，何も条件がないときは NCQ 型が基本形
であり（第 4 章参照），非制限的という条件が付けば Q の NC 型が使用可能になると考えら
れる。よって，以下の仮説を提示したい。 
 




う概念で Q の NC 型を説明しようとしている。ここでは，本章の仮説をとることがどんな
利点を持っているのかについて述べたい。 
一つ目の利点は，先行研究の指摘をすべて包含できることである。2.1.では，非制限的連
体修飾数量表現として，固有名詞相当を修飾する例を挙げた。この「1 億 2000 万人の日本
人」という例をみると，先行研究が指摘してきた Q の NC 型の特定性，全体性，集合性と
いう特徴がすべて含まれていることがわかる。日本人の数は特定できるものであり，日本
人は 1 億 2000 万人であり42，その全体数を Q が表し，集合物として存在している。集合物
認知の特徴は，すべて非制限的連体修飾という修飾関係によってもたらされるのである。 
 二つ目の利点は，Q の NC 型が非制限的であると仮定することで，NCQ 型との違いがは
                                                  








けでそれが何人であるかは特定できるのである。言い換えると，Q がなくても N が同定で














           b 私は昨日会った学生を数人招待した。  
この例の場合は，Q とは別の連体修飾句によって定が表現されていると言える。 
1.3.の加藤[重](2003)でも，違う形で定の表現方法が提示されていた。 
（31＝(15)）【青果店に行くと，「リンゴ 2 個 300 円」「リンゴ 5 個 600 円」のようにパック
されてリンゴが売られている】「5 個のリンゴがほしいんですが」 
ここでは，リンゴがパックされているという存在のあり方が，すでにリンゴに同定可能性







 このように，様々な先行研究の指摘は，すべて，どのように N を定表現とするかを論じ
ているだけであり，Q の NC 型自体がどういった表現であるのかを論じているのではない。
結果として多様な指摘が存在することになったのであろう。この N に対する定表現の表し





定の N がある一定の数を持つ集合物であることを示し，その全体数を Q が表すもの。
 
２．３．Q の NC 型，NCQ 型の比較 
第 4 章において，NCQ 型は焦点化という操作から，Q を動的に表すという性質が出てく
ることを指摘した。ここではまず，Q の NC 型が非制限的であると考えることで NCQ 型と
の違いがはっきりと出てくるということを示したい。非制限的連体修飾とは，「1 億 2000
万人の日本人が…」の例からもわかるように，すでに定表現である N を Q が連体修飾して
いる。つまり，Q は N を制限せずに情報を付加するだけなのである。つまり Q は背景化さ
れており，NCQ 型の Q が焦点化されているのと対照的である。周知の事実は焦点化できな
いことから，以下の例文の許容度が説明できた。 
（33＝(26)） 1 億 2000 万人の日本人が驚いた。  





 （34）NCQ 型と Q の NC 型 
NCQ 型     Q を焦点化 → 動的な認知 
    Q の NC 型    Q を背景化 → 集合物認知：静的な認知 




の NC 型は名詞に連体する形で事物を静的に捉えている。NCQ 型の時間軸を取り去ること
で，Q の NC 型に集合物認知が出てくるのである。 
（35） NCQ 型と Q の NC 型45 
 
時間軸に沿った連続的な把握～sequential scanning 
       
――――○―――――○―――――○―――――→ 時間軸 
   
 




                  
      ― ― ― ―  ○ ○ ○   ― ― ― → 時間軸 
                   
 
 
３．Q の NC 型が非制限的修飾になる条件 




ている。Q が非制限的であるということは，Q が N の全体数を表すということで確認でき




（36＝(24)） 1 億 2000 万人の日本人が驚いた。    
この例は一般知識から非制限的であることが理解できるものであったが，例えば次のよう
                                                  





































それぞれの例文を NCQ 型にしてみると，すわりが悪くなることは 2.1.で指摘したとおりで
ある。 




 会話において，目の前にあるものを指して Q の NC 型が使われるとき，それが非制限的
かどうかは直示的に理解できる。つまり，存在物自体の状態が N に定情報を加えている場
合がこれである。 














（44）フセイン大統領と 2 人の息子を狙ったとされるマンスール地区…。03.4.9（朝） 

































３．４．旧情報である N による理解 















一度目に N の数が導入されると，読み手は N の数がいくつなのかわかる。二度目に同じ N
が使われると，その Q が N の全体数を表すことが明らかなので Q の部分は非制限的連体修
飾となる。二度目に出てくる Q の NC 型は，既出の文脈から N が一定の数を持つことが示
されており，かつその全体数を Q が指していることになる。これらは既出の文脈が N に定
情報を与えることで，Q の NC 型が非制限的であることを理解できる。（50）（51）（52）の
例はすべて，最初に導入された N の数を二度目に Q の NC 型で表している例である。（53）
の例は，３人の主人公が登場する小説において，その３人を指して使われている。誰と誰




 このように NCQ 型に変えると，先に導入された氷山と二度目に出てくる氷山を同定でき
なくなる。Q の NC 型にして（50）のように同定機能が出てくるのは，二度目の Q の NC
型が一度目導入された氷山の全体数であるということを明示しているからである。ここか






















 Q の NC 型における Q は，他の修飾句と共に N を修飾することが非常に多い。 






体修飾によって制限されたときの Q は非制限的になる。これらは NCQ 型にすると全体数
を表す意味がなくなり，文脈に合わなくなる。 
‘（58）#一方で静岡にいる間は，自宅で飼っている猫が 2 匹気になる。03.4.2.（朝） 
1.2.で紹介した井上（1978）でも，以下の例文をあげて，Q の NC 型と NCQ 型では，そ
の定名詞句の全体数と部分数の関係になると指摘していた。  
（61＝(9)）a 私は[昨日会った数人の学生]を招待した。 
             b 私は昨日会った学生を数人招待した。  
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（62＝(10)）a [前を走っていた二台の乗用車]がつかまった。 







 ここまで，Q の NC 型が非制限的であることを明示するための条件を見てきた。少なく
とも 3.1.～3.5.までの 5 つの状況においては，数量詞 Q が非制限的であるということが言え























談話資源 定表現の表し方 対応する節 
一般知識 一般的知識による理解 3.1. 
発話状況についての知識 直示的な理解 3.2. 
先行の談話についての記憶 文脈による理解 3.3. 





















ある。よって，表現を NCQ 型に変えてみてもさほど意味の違いは出てこない。 
 ‘（64）新館の方から更に警官が二三人走り寄ってきた。 
 ‘（65）第一の梱包からはオーバーが二十数着，… 















これらの例はすべて，ある一定時間内に動作に関わる N の数を Q が表している。例えば，
（68）において，‘主人公が死ぬまで’という時間的設定をして，その間に‘救う’ことが
できる人の数を Q の NC 型で表している。（69）の例は一年の間に留学できる人の数，そし
























（71＝(24)） 1 億 2000 万人の日本人が驚いた。 
（72）現在西ドイツには二百万人のトルコ人が定住し，劣悪な条件のもとで労働している。
（マスタ） 
（71）の例は 3.1.でも示したように，固有名詞相当を N とする典型的な非制限的連体修飾
である。それに対して（72）の例になると，‘トルコ人’という固有名詞相当の全体数を Q
が表しているわけではなく，文脈より‘ドイツにいる’という制限が N に与えられ，その

















（75）Q の NC 型の拡張 
 
               
                              
     ○ ○ ○       →       ○ ○ ○ 
                              
                 
      典型例                   非典型例 
先行研究のバリエーションが，非制限的連体修飾による集合物認知をたてることでほぼ
説明できることを 3.節で見てきた。しかし，4.節のように，拡張例と見られるようなものが
あり，Q の NC 型を一言で完全に説明できるわけではないのも事実である。非制限的連体
修飾になる Q の NC 型は，N が定表現であることの裏返しであるが，定表現かどうかを巡
っては先行研究が一致していないことも 1.1.2.で見てきた通りである。これは 4.節のような
拡張例がうまく説明できないことによるものであろう。金田一（1988）によると，かつて
は NCQ 型のみが存在していたが，この頃英語などの影響で Q の NC 型が増えてきている
という指摘がある。これをヒントにⅡ部では，4.節のような拡張例は通時的な変化の結果で







（1）三人の男の子と二人の女の子が道端で遊んでいましたが…     
それに対して，本来数量表現は以下のような語順でなされていたとしている。 
‘（1）男の子が三人，女の子が二人道端で遊んでいましたが…     








けて紹介されているのだが，興味深いことに，第二のタイプとして述べられる Q の NC 型
は例が非常に少ない。かつ，そこだけ例が以下のように名詞句になっている。 




 （4）狐三匹と雉子五羽とを獲たり。                  （山田 1908）        
また，第四のタイプとして助詞のないものが挙げられていることも，ここで確認しておき
たい。 
（5）兄弟五人皆善良なり                       （山田 1908） 
 
２．仮説 
先行研究を解釈すると，山田（1908）から当時 Q の NC 型は文レベルではまだまだ使用
されておらず，用例としては名詞句だけを抜き出した形で使われていたのではないかと考
えられる。またそれは金田一（1988）の指摘とも合致し，Q の NC 型が広く使用されるの
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は最近の現象であるということになる。それに対して NCQ 型や NQC 型は文レベルで使用
されていたということになる。さらに金田一の指摘を基にすると，Q の NC 型を文レベル
で使用したとしても非制限的な使用に限られるという仮説が立てられる。 
 


















（田舎）＝『田舎教師』（田山花袋／明治 42 年／新潮文庫） 
（浮雲）＝『浮雲』（二葉亭四迷／明治 19 年／岩波文庫）  
（うたかた）＝「うたかたの記」『舞姫 うたかたの記』（森鴎外／明治 23 年／角川文庫）
（三）＝『三四郎』（夏目漱石／明治 42 年／角川文庫） 
（文）＝「文づかい」『舞姫 うたかたの記』（森鴎外／明治 24 年／角川文庫） 
（坊）＝『坊ちゃん』（夏目漱石／明治 39 年／新潮文庫） 









ただし，少数ながら Q の NC 型も使用されており，それらを以下にあげていく。ここでは
それらの用法が非制限的であるかどうかという視点で検証していく。 
３．１．直示的な理解 
現場に存在する N の数を直示的に確認して，Q がその全体数であることがわかれば，そ

























３．３．旧情報である N による理解 







（16）（ふと目を上げると，左手の丘の上に女が二人立っている。p32）          
 →二人の女は三四郎の前を通り過ぎる。p34 （三） 
（17）（[よし子と美禰子を探している]しかし注意したら，どこかにいるだろうと思って，
よく見渡すと，はたして前列のいちばん柵に近い所に二人並んでいた。p163） 
→二人の女も，もとの席へ復した。p164                     
→二人の女は笑いながらそばへ来て，…。p233（三） 
（15）（16）（17）はすべて，既出の数量を繰り返す時に，Q の NC 型が使われているタ
イプである。このタイプは，既出の指示物を照応するときに数量詞が使われるパターンで，
先行文脈ですでに全体数が提示されており，Q の NC 型はその全体数を連体修飾で表わす
ものであり，非制限的用法である。 





                                                  
47 これには述部が関係してくるので，すべてが部分数になるとは言えない。 
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‘（19）#荷物を満載した引越車は三台ガラガラ町の大通りを軋って行く。    
‘（20）#床に掛けた軸はすみずみもすでに虫ばんで，床花瓶（いけ）になげいれた蝦夷菊










































の NC 型の使用状況に違いが見られる。 
ただ，ここでもⅠ部１.節冒頭でも見たように‘が格’‘を格’以外ものは Q の NC 型が
使用されている。これらは NCQ 型にすることができない例なので，言わば Q の NC 型以
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外では表現ができないものである。よって，今まで見てきた‘が格’‘を格’のものと同一
には扱えないものであるが，明治期の作品にもこれらには Q の NC 型が使われているとい
う状況だけは確認しておきたい。 
（27）二つのビク（旧字）には，五寸から三寸くらいの鮒が金色の腹を光らせてゴチャゴ 










また，数詞が‘一’のときは Q の NC 型が多く見られるが，２．節で断ったとおり，‘一’
に関しては 10 章でまとめて述べる。 
明治文学と言われる作品群の作者は，多かれ少なかれ外国語の影響を受けている。ここ
で扱った夏目漱石，二葉亭四迷，森鴎外などはそれぞれ外国語が堪能で，翻訳なども手が











                                                  
48 『東海道中膝栗毛』（十返舎一九／享和二(1802)年－文政五(1808)年／岩波文庫） 
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れておいたが，少し前のページで導入された N とその数 Q が後になってもう一度出てくる
ときに Q の NC 型が使用されている。これらはⅠ部の 3.4.で扱ったもので明治期の作品に
もよく出てくるタイプである。これらはすべて地の文であるということも指摘しておきた
い。ここまでの例からわかるように，江戸時代になると Q の NC 型自体非常に使用が減少
すると共に，使用されたとしても地の文でかつ非制限的な場合に限るということになる。
これは仮説をほぼ支持する結果となっている。  














一見 Q の NC 型のように見えるが，この例については 4 章で扱った属性 Q なのか数量表現
なのかがはっきりわからない。‘五しゃく’は酒の属性とも考えられるし，数量とも考えら
れる。ここでは判断を保留したい。 
また，数詞が‘一’のときは Q の NC 型が多く見られるが，２．節で断ったとおり，‘一’





戸末期の作品を分析してきた。Ⅰ部で見たような現代の数量表現は，Q の NC 型が多用さ
れており実例はいくらでも見つかったが，明治期の文献，江戸の文献というように時代を



















                                                  
50 『新訂 平家物語 上』（朝日新聞社）より。『平家物語』に関しては大森文子先生（大
阪大学言語文化研究科）のご指摘によるものである。 
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第６章 NQC 型数量表現 
 
 
 本章で論じる NQC 型数量表現は，「学生 3 人ガ 反対シタ」のように名詞の直後に数量
詞が来るタイプである。名詞句の部分だけを取り出すと，NQ は Q の N よりもすわりが悪
くなる。そのすわりの悪さはどこからくるのか，またどんな文脈を与えればすわりがよく
なるのか，という問題設定を立ててここで議論する。「NQC 型は Q に重点を与えるもので















 （2）a 男 3 人／お金全部／生徒一人一人／車何台／税率３％／本数冊 が／を／で／に 
       b ＊お金たくさん／＊生徒大勢／＊燃料少し が／を／で／に  
 この例文をみるとわかるようにこの論文では数量詞の定義をかなり広くとっており，以下
の 7 種類を数量詞としている。 
 





① 定数：「3 人」「５つ」「両方」「100ｍ」など 
② 全数：「すべて」「ぜんぶ」「みんな」「ぜんたい」など 
③ 個別数：「一人一人」「おのおの」「めいめい」など 





























与えないところにあるという指摘を行なっている。“ In neither“ standard” nor 
“exhaustive” uses of the Type 2 construction（NQC 型を指す：岩田注）, then, is the 














 （6）60 円切手 7 枚を同封して，事務所に申し込むこと。 
そこでの指摘は短く簡潔なもので，これ以上の説明は何も行なわれていないが，中川・李
（1997）でも同様の指摘がある。 
（7）a 彼女は最後に一人の彼女より 20 歳年上の男に嫁いだ。 
b 彼女は最後に彼女より 20 歳年上の男一人に嫁いだ。    （中川・李 1997） 
この例文 b が奇妙になるのは，a に比べて数量情報の読みが優先されるからであるという説
明をしている。益岡・田窪（1992），中川・李（1997）の例はどちらも，詳しい説明をして










第 5 章で述べたが，数量表現の使用状況は，圧倒的に NCQ 型と Q の NC 型が多い。使
用の比較的少ない NQC 型は，Q の NC 型と同じ名詞句内数量詞用法である。両者における
Q が名詞句の中にあることは，どちらにも助詞が接続できることからわかる。 
（8）学生 3 人ガ…  
3 人ノ学生ガ…  
よって，Q の NC 型を比較対象にすることで，NQC 型の特徴がわかると考える。例えば名
詞句の部分だけが使われているものに映画や小説のタイトルがある。それらを集めてみる






 １．で少し触れたように，本論文において，NQC 型は Q を重点として表現するものであ
るという主張を行なう。その根拠となる日本語の情報構造に関する指摘に，「文中の要素は，
通常，旧情報（より重要でない情報）から新情報（より重要な情報）へと配列される。（高
















     
































型における N と Q を比較して行なっているものではなく，他の形式における Q と NQC 型














（15）については，Downing 自身も指摘しているが，‘一人’を付加することで， “often 



























   ～个（ge）      一个面包    （パン１個） 
    ～杯（bei）     两杯咖啡    （コーヒー２杯） 
    ～本（ben）     三本书     （本３冊） 
    ～张（zhang）   四张电影票   （映画のチケット４枚） 
    ～瓶（ping）    五瓶啤酒    （ビール５本） 
この例は，『１年生のコミュニケーション中国語』（劉頴／白水社）という中国語の教科書
に載っているものであるが，他の教科書も同様の扱い方をしている。一番左で中国語の助
                                                  































‘（20）？「4 枚の切手と 5 枚のお皿」 
Q の NC 型を使うと少し違和感が出てくるのは，助数詞の習得を確認するというゲームの
目的に反するからであろう。もちろん，‘切手’や‘お皿’といった語彙の確認であれば，
‘（20）の形も問題なく使える54。この例からも NQC 型は Q に重点を置くという仮説（12）
が支持される。 
また，料理のレシピなどでも NQC 型がよく使われている。  









らない。つまり測定類別詞である Q の部分が重点になってくるのである。 
３．２．実例：その２～新聞 














 Q の NC 型 NQC 型 計 
朝日新聞 28 52 80 
（朝日新聞朝刊 対象期間 2003/04～0556） 
 
この数字で十分な量があると主張するつもりはないが，一応の目安として Q の NC 型と
の分布状況がわかるのではないだろうか。NQC 型が新聞ではかなり使用されているという
状況がわかる。新聞という文体的な特徴ももちろんあるだろうし，字数に制限が加えられ














8 日，新たに 45 人の感染者が入院，高齢者 2 人が死亡したと発表した。4.9 
（25）米兵 2 人とスペインとドイツの従軍記者 2 人が死亡した。4.8 
（26）戦闘で民兵約 300 人と，英兵 3 人が死亡したという。4.8 
（27）･･･ロイター通信によると同通信のウクライナ人テレビカメラマン 1 人が死亡，記者
や技術者 3 人が負傷した。4.9 
（28）･･･AP 通信によると，ほかにスペイン人テレビカメラマン１人が死亡した。4.9 
                                                  
56 期間中に新聞に掲載された数量表現を無作為に抽出した。 
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（29）バグダッド市内で 8 日，報道機関への攻撃が相次ぎ，記者，カメラマン合わせて 3
人が死亡した。4.9 
（30）AFP 通信によると，この戦闘で米兵１人が死亡，約３０人が負傷した。 4.11 
（31）AFP 通信によると，海兵隊員 1 人が死亡し，3 人が重症。4.11 
（32）火は 20 分ほどで消えたが，蓑原さんの子供 3 人が煙を吸って病院に運ばれ，3 人と
も 25 日午前 0 時過ぎに一酸化炭素中毒で死亡した。4.25 
これだけの例で断定することはできないが，数字の重要度によって NQC 型が選択されて使
われているのではないかと予想は可能である。 
（24）の例などは，Q の NC 型と NQC 型が使い分けられている。つまり SARS の蔓延
という事件にとって，死者の数というのは注目度が高く，感染者の数よりも重要度が高い
ので NQC 型が使われているという説明ができるのではないだろうか。もうひとつの解釈と
して，この例文では，感染者の数は 45 人であるが，高齢者の数は 2 人ではない。つまり不
特定数の高齢者の中から，死亡した 2 人を取り出しているとも考えられる。こう解釈して
も Q が重点であるという仮説で説明は可能であろう。 
３．３．実例：その３～目録としての NQC 型 
 Downing（1996）でも紹介されているが，NQC 型には，いくつかの NQC 型を並列助詞
‘と’で結んで使用する「目録，リスト（ inventories and lists）としての用法
（Downing1996）」がある。 





系 10 人と技術系 5 人を採用した。2003.9.11.（朝）57 
（35）団体の指導者と見られる女性（69）を含む女性 24 人と男性 25 人が分乗していた。




                                                  
57 この例は 3.2.で用いたデータとは別に収集したものである。 
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（36）志乃「赤城くんからプレゼントされたのは」「自転車だけじゃないのよ。」 
   三四郎「…」 
   志乃「クマのプーさんのぬいぐるみとウサギさんのキーホルダーと石焼きいも 3 個





し，一体言の資格とする。（阪田 1971：540）」とある。つまり，「A と B」というふうに並
列させるときは，‘A’と‘B’が同種のものであるという前提があるのである。この‘A’
と‘B’に数量表現が使用されるとき，Q の NC 型だと，一貫性や，統一感といったものが
見えにくくなる。 
‘（34）？…昨年は 10 人の事務系と 5 人の技術系を採用した。 
‘（36）？ 志乃「…3 個の石焼きいもと１ぱいのズワイガニと 2 本のマツタケと…」 
‘（34）‘（36）は，同種のものが並んでいるとは解釈しにくいし，それらが一まとまりにな
っているという感じがしない。NQC 型にすると，仮説（12）から，数字に重点を置いた形






（37）レイエス国防相によると，派遣団は国軍兵士 300 人，警官 100 人，医師や看護士
など専門家 100 人で構成される。2003.4.11.（朝） 
（38）米国防総省は米軍の死者を 102 人，捕虜 7 人，行方不明 11 人と発表した。 
2003.4.11.（朝） 
ここでは，目録，リストとしての文脈で数量表現が使用される場合は，それぞれの一貫性，





 ここまで，NQC 型は Q に重点を置いた表現であるという主張を行ってきた。1.節の奥津



























                                                  



















 本章で述べた仮説では，Q に重点を置いて表現したいとき NQC 型を用いるとした。これ
は第４章で述べた NCQ 型数量表現の特徴と類似している。ここではその違いを指摘してお
きたい。第 4 章では以下のように NCQ 型の仮説をたてた。 
（47）NCQ 型は数量表現の基本形であり，無標のフォーカスである名詞句に関連する Q
を焦点化した形式である 
本章の NQC 型に関する仮説は以下に再掲する。 
 （48＝（12））NQC 型は N と Q の連続において，Q に重点を置いて表現したいときに用
いる 
例文を再掲する。 
（49）学生ガ 3 人反対シタ                 （NCQ 型） 






は本質的に異なり，これらの違いは 8 章で改めて論じたい。 













第 7 章 N の QC 型数量表現 
 
 
 本章では，NQC 型と似ているが少し違う，N の QC 型を扱う。「出席シタ学生ノ 3 人ガ 
反対シタ」のようなタイプを例として第 1 章で紹介したが，こういった部分数を表すタイ
プ以外にどのようなものがあるのかを見ていく。結論としてはこのタイプには全部で 3 種
類あることを示す。また，N の QC 型と連体修飾の外の関係との共通点を指摘する。そし




先行研究を概観する前に，N の QC 型は形式だけで規定すれば広く雑多なものが含まれ
うるので，ここで対象となる N の QC 型を定義しておく。第 1 章で述べたように，本論文
の対象となる数量表現は「Ｎについてその数とカテゴリ－情報を Q が表すもの」であった。 
よって，以下のようなものは対象にならない。 
（1）ジャージの二人，屋上の二人，荒野の二人… 











                                                  




１．１．慣用的な N の QC 型 
N の QC 型を扱っている論文は少ない。少し古いが山田（1908）では，数量表現の様々
な形式のひとつとして，N の QC 型らしきものをあげている。そこでは「名詞を連体語と
して数詞の上におく（山田 1908：220，引用元の漢字は旧字体）」という説明をして，以下
の例がひとつだけあげられている。 
（2） かかる時に友の四五人も来れば嬉しからむ。（山田 1908：引用元の漢字は旧字体） 
現在，実例を探してみても同様の例はいくつか見つかる。 
（3）「女の二人や三人いないようでは，部下が統率出来ないでしょう」 
     と笹川良一が言うと，山本は， 
    「君は一体，何人ぐらいいるんだ？」 









助詞が付加できない。つまり，N の QC というように数量詞 Q が助詞 C に接続するような
形式ではない。また，すべての例において，以下のような言い換えができ，これは NCQ 型
として扱うことができる。 
 （2）’ かかる時に友が四五人も来れば嬉しからむ。 
Q の後ろに助詞 C が付加できないこと，NCQ に書き換え可能なことなどの理由により，こ
れは本稿の対象となる N の QC 型には含めない。 
１．２．部分数を表す N の QC 型 
NCQ 型の数量表現が他のタイプから遊離して派生されると考える移動の議論（第２章２
節参照）において，奥津（1983）は，以下のような規則を立てている。 
（5）  NQC 型  ⇒NCQ 型 
 N ノ QC 型 ⇒NCQ 型 
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（6）１．昔或ル所ニ 仔豚３匹ガ 住ンデイマシタ  
⇒ 昔或ル所ニ 仔豚ガ ３匹 住ンデイマシタ 
    ２．或ル日悪イ狼ガ ソノ仔豚ノ（中ノ）２匹ヲ 食ベテシマイマシタ 
      ⇒ 或ル日悪イ狼ガ ソノ仔豚ヲ ２匹 食ベテシマイマシタ（奥津 1983） 
そこでは，N の QC 型は，定名詞を N とする（6）２．のような文の基底形として提示され
ている。遊離や派生関係といった議論はここではしないが，（6）２．のように Q が部分数
を表すときの基底形を N の QC 型としているところを見ると，N の QC 型が部分数を表す
という特徴だけを取り上げているということである。第１章で紹介した『日本語百科大事
典』に出てくる例もこれと同じで部分数を表すものである。ここに再掲する。 
 （7） a  3 人ノ 学生ガ 反対シタ            （Q ノＮC 型） 
b  出席シタ学生ノ 3 人ガ 反対シタ        （N ノ QC 型） 
c  学生ガ 3 人 反対シタ             （NCQ 型） 
     d  学生 3 人ガ 反対シタ              （NQC 型） 
（『日本語百科大事典』1988） 
１．３．付加的同格（summative appositive） 
 これまでの先行研究は，N の QC 型を研究の対象としているわけではなく，他の議論と
の関わりで少し触れているといった程度のものであった。この形式について詳しく論じて
いるといえるのは，Downing（1996）がある。そこでは多くの実例をもとに，N の QC 型




に常に’出しているわけなのよ。               （Downing1996） 
 そして，これらの例を基に，NQC 型との類似点はあるものの，決定的な違いは（8）（9）
のように N の部分に individual referents を示さねばならない点にあるという指摘をして
いる。また，Downing は，1.2.で述べた部分数を表すものは対象ではないと述べている。 
 
   Because I wish to restrict my attention in this section to cases in which both 
the numeral-classifier pair and a co-referring nominal appear, I have excluded 
from consideration those morphologically identical examples in which the no 
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intervening between the noun and the numeral-classifier pair expresses a 
possessive or partitive relation, rather than an appositive one. 
（Downing1996:230） 
 
つまり，1.2.で述べた部分数の例は，N （nominal）と Q（numeral-classifier pair）が互 
いを refer しているわけではない(N の数と Q の数が一致しない)ので，対象からはずすとい
うことである。よって，対象となる（8）（9）のようなものを付加的同格（summative 
appositive）と呼び，N の QC 型として扱っている。本稿の立場もこれと同じで，（8）（9）
のような例が N の QC 型の中心的なものとであると考える。ただ，部分数を表すものが N
のQC型ではないと結論付ける積極的な理由もないので，2節では一つのタイプとして扱う。 
 ここまで見てきた，1.2.部分数を表すもの，1.3.付加的同格のものという 2 タイプ以外に
は，N の QC 型はないのだろうか。結果を先取りすると，全部で 3 タイプに分けられる。
それらは一体どういった文脈で用いられて，どういった制限があるのだろうか。次の節で
は，集めたデータをもとに N の QC 型を分類し，使用に関わる制限を明らかにする。 
 
２．N の QC 型の数量表現 




２．１．N が固有名詞などで Q の内訳を説明するもの（タイプ１） 
これは 1.3.で紹介した Downing（1996）が指摘したものである。 







                                                  






（10）は，Q の 4 人という数量詞の内訳として，‘A さん(29)，B さん（28），C さん（28），





『新潮文庫の 100 冊』の中から 20 冊を取り出し，検索語「の三人」で検索すると，N の
QC 型が 52 例見つかった60。その全 52 例のうち 50 例（96％）がタイプ１である。タイプ
１ではない残りの 2 例は 2.2.で扱うタイプ２である。更に，検索語を「の二人」にすると
23 例すべてがタイプ１であり，100％になる。このタイプのみを N の QC 型として扱って
いる Downing の考察は量的にも支持される。 
２．２．N が Q の属性的に解釈できるもの（タイプ２） 
 このタイプは先行研究のどれもが扱っていないタイプである。使用例が少ないので見逃
されがちであるが，N と Q が互いを refer している（in which both the numeral-classifier 
pair and a co-referring nominal appear:1.3.の引用より）という点では，タイプ１と同様に


































２．３．定の N の部分数を Q が表すもの：N の中の Q（タイプ３） 
奥津（1983）や『日本語百科大事典』の先行研究で扱われている N の QC 型はこのタイ
プである。これは Q が部分数を表すというものであり，以後タイプ３とする。 



















２．４．連体修飾としての N の QC 型 
３．節以降の考察は，タイプ１，タイプ２に絞って行なう。その理由は二つある。まず
一つ目は，１．３．で Downing が用いた基準による。N （nominal）と Q（numeral-classifier 
pair）が互いを refer しているという点を考慮すると，タイプ１もタイプ２も N の数と Q
の数が同じである（部分数を表さない）という点で共通している。またこう考えることで，
他の名詞的用法，Q の NC 型や NQC 型と同様に扱うことが可能になる。 
二つ目の理由は，この二つのタイプはどちらも N が Q の特徴付け（characterization）
を行なっているという点で，典型的な連体修飾であるといえるからである（Bolinger1967）。
タイプ１は，Q の内訳を N が表すことで，Q がどのような構成員からなっているかという
Q の特徴を示している。タイプ 2 も，属性を表すというところからわかるように，N は Q
の特徴付けを行なっている。それに比べてタイプ３は，N の QC 型をしているものの，‘N





（21） a.  太郎，次郎，三郎の３人 
b.  ？学生の３人      
 103
（22） a.  えんぴつ，ボールペン，マーカーの３本 









３．日本語の連体修飾における意味構造と N の QC 型 
ここでは，従来から指摘されている内の関係，外の関係といった日本語の２タイプの連
体修飾を，意味的に再定義することによって，N の QC 型数量表現と外の関係との共通点
を明らかにする。また，それをもとに仮説を提示したい。 
３．１．日本語における２タイプの連体修飾 
 寺村（1975・1977ab）では，日本語の連体修飾には 2 つのタイプがあるという指摘がさ
れている。 
  （23）a さんまを焼く男 
     b さんまを焼くにおい 
  （24）a 晩年の検校が記憶の中に存していた彼女の姿 
     b 宮女たちが群って水を掬み，布を洗っていた姿も画のように想像できる。 




















 （25）ⅰ 発話・思考の名詞：言葉，噂，思い，期待… 
    ⅱ 「コト」を表す名詞：事実，運命，癖，方法… 
    ⅲ 感覚の名詞：におい，姿，音，絵，… 





 （26）a さんまを焼く  男    ←  内の関係 
       他と区別   底   
b さんまを焼く におい   ←  外の関係 
      内容補充   底 
３．２．底としての Q  
 奥津（1969）では，以下の例をもとに，数量詞は単独ではあいまいな意味になるという
ことを指摘している。 
 （27）  太郎ガ３冊買ッタ本（ハ オモシロカッタ） 






ここでいうあいまいな意味というのは，N の QC 型についても言える。「学生の三人が」と
いう表現を見ると，構造上は‘三人’という Q が名詞として底になっている。これは６章
の 4.節で論じた名詞の「実質（実体）性」と関わっており，「実質（実体）性」が低いゆえ
















    どんなにおい？ 
同様に，N の QC 型においても，Q が抽象的であるがゆえに何の文脈もなしに（30）のよ
うな発話をすれば，聞き手は何か質問をしたくなるであろう。 
 （30）三人はかわいいよ。 
    三人って誰？ 
発話を聞いた聞き手が何か質問したくなるということは，発話がそれ自体で完結していな
いということではないだろうか。どちらも文脈のない状態で修飾部をとってしまうと，発
















できる。外の関係における底，N の QC 型の Q，形式名詞はすべて，「実質（実体）性」が
低い点で共通している。それゆえに，内容を補充する修飾部を要求するのである。以後，
外の関係と N の QC 型に絞って，それぞれの修飾部を見ていく。修飾部を見ていくにあた
って，ここで仮説を提示する。 









（34） 米内吉田山本  の 三人 
      内容補充      底 









（35） 学生   の  三人 
    内容補充？     底 
タイプ２は，N の部分に普通名詞がきて，三人に共通の属性を付与しているだけである。










それぞれの要素を Q が表しているということになる。 










タイプ２の N の QC 型は成立するのである。ただ，タイプ２の使用率の低さは，デフォル




 第５章で主張したのは，Q の NC 型は非制限的連体修飾であるということである。本章






（38）さんまを焼く男は人気がある。   制限的 








 本稿で中心として扱った N の QC 型は２タイプに分けられ，それぞれの底を内容補充し
たり，特定化（他との区別）したりすることで成立しているという主張を行った。外の関
係，内の関係というのは，その名前から統語的に分類されたものであるという印象が強い
が，意味的にもはっきりとした区別があり，その違いを N の QC 型の説明原理として使用
した。 






第 8 章 名詞句内数量詞の位置と意味 
  
 
 本章では５章・６章・７章で扱ってきた Q の NC 型・NCQ 型・N の QC 型の共通点を指








本章で扱う名詞句内数量詞とは，５章・６章・７章で見てきた Q の NC 型・NCQ 型・N
の QC 型における Q のことである。『日本語百科大事典』（1988）の例を再掲すると，①②
④のタイプが本章で扱う対象となる。 
（1）① 3 人ノ 学生ガ 反対シタ            （Q ノＮC 型） 
② 出席シタ学生ノ 3 人ガ 反対シタ        （N ノ QC 型） 
③ 学生ガ 3 人 反対シタ             （NCQ 型） 
   ④ 学生 3 人ガ 反対シタ              （NQC 型） 
これらの三つのタイプはすべて，N と Q が名詞句を形成するという共通点を持つので，こ
れらの Q を名詞句内数量詞と呼ぶ。また，名詞句内数量詞が用いられている Q の NC 型・





だし，第 7 章で詳しく見たように②タイプの N の QC 型は，実際には「須田，山本，岩田





の 3 人」といった，N をリストアップする形式が一般的であり，「学生の(中の)３人」のよ
うに，部分数を表す用法には制限があるので，例文を少し変える。また，例文を平仮名に
直す。 
 （2）① 3 人の学生が／を          （Q のＮC 型） 
② 須田，山本，岩田の 3 人が／を   （N の QC 型） 
③ *学生が 3 人が／を         （NCQ 型） 
④ 学生 3 人が／を          （NQC 型） 
神尾（1977）では，「学生が３人」のような NCQ 型も名詞句の場合があるという指摘を
している。 
  （3）私は年賀葉書を二百枚と大きなゴム印（と）を注文した 




  ‘（3）？？私は年賀葉書を二百枚を注文した 





たが，以下のように連体修飾をしてみると，さらに共通点が明らかになる。Q が N の全体
数か部分数かという違いが出てくるのである。 
 （5）① 昨日会った 3 人の学生を招待した（Q のＮC 型） 
         → 昨日会った学生＝３人 
② 昨日会った須田，山本，岩田の 3 人を招待した（N の QC 型） 
→ 昨日会った学生＝３人 
③ 昨日会った学生を 3 人招待した（NCQ 型） 
→ 昨日会った学生≧３人 







名詞句内数量詞用法の共通点は明らかである。第 4 章で述べたことであるが，Q の NC 型
が，N の全体数を表すという事実は，一定の数をもつ集合物を仮定することで，説明がで
















まず，NQC 型のＮが individual referents を表すのに対して，Q の NC 型のＮは category
を表すという指摘をして，以下のような例文を挙げている。 
  （6）*二人の彼らが来た。 
（7）彼ら二人が来た。 
ここでいう category とは普通名詞のことで，‘二人の学生’などというときは，Ｎの部分が
category を表しているが，‘彼ら’というような individual referents を表す場合は，NQC





基にして，NQC 型は Q に際立ちを与えない用法であるという指摘もしている。これについ
ては６章で詳しく述べた。 


















違うということである。Q のＮC 型については底が N であり，N の QC 型については底が
Q であり，それぞれはっきりしている。つまり，N を中心にするか，Q を中心にするかと
いう違いである。NQC 型については，他の二つほど修飾関係がはっきりしているわけでは
ないが，６章で述べたように Q を重点にして意味解釈をするタイプである。 
（9）3 人ノ学生ガ           （Q のＮC 型） …N が底 
出席シタ学生ノ 3 人ガ       （N の QC 型） …Q が底 
    学生 3 人ガ            （NQC 型）…底は不明だが Q が重点  
６章４節で詳しく論じたように，N と Q は名詞の実質性において大きく異なる。Q とい
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うのは時の名詞や形式名詞と同様に実質性の低い名詞であった。よって，実質性の低い Q
を底にする N の QC 型や Q を重点として解釈する NQC 型というのは不安定になる。６章







３．２．Q のＮC 型と NQC 型 
 説明の便宜上 Q のＮC 型と NQC 型の違いから始める。6 章で見たとおり，これらのタイ
プの違いは，意味の重点をどこに置くかというところであった。３．１．でも見たとおり，




   ～个（ge）      一个面包    （パン１個） 
    ～杯（bei）     两杯咖啡    （コーヒー２杯） 
（12）（缶の絵を見せながら）「これはジュースの缶です。何と数えますか？」 







（13）のように NQC 型だと「太郎と仲間」という読みができるが，Q の NC 型にすると，
「すべて太郎」という読みになるという指摘をしている。 






















（15）拉致被害者の蓮池薫さん（45）ら 5 人が参加し，… 03.5.8（朝） 
（16）…ロンドンからイラクに帰国したばかりのイスラム教シーア派の反体制指導者ア










（17）先生たち５人が入ってきた。 （先生とその他 or すべて先生） 
‘（17）５人の先生たちが入ってきた。（すべて先生） 







（19）（事務所内で銃撃戦を行った後）組員ら 5 人が逮捕された。     同質な集合物 
（20）（弁護士と結託して企業をゆすった後）組員ら 5 人が逮捕された。  異質な集合物 







カウンセラーら 20 人が… 03.4.11（朝） 
（22）でもその（日本画の）存在を「問題」とし，研究者や学芸員，画家ら計 24 人が 2
日間論じ合うシンポジウム「転移する日本画」が横浜市で開かれた。 03.4.8（朝） 
（23）工場内にいた 32 歳と 36 歳の男性 2 人が煙を吸って病院に運ばれたが，軽症という。 
03.4.10（朝） 








加えて，3.2.1. 3.2.2 で見てきた例をまとめると Q の NC 型は同質なものだけを表すが，
NQC 型は同質なものも異質なものも表すということになる。 
３．３．N の QC 型 
ここでは，N の QC 型について論じる。詳しくは７章で論じたとおりでだが，ほとんど
の例が（24）（25）のように Q の要素として N を列挙して提示するものであった。７章で
は‘Q の内訳を N が表すタイプ’という呼び方をした。Downing（1996）では‘summative 
appositive’ という呼び方をしているが，命名の意図は同じである。７章の例文を再掲す
る。 








 （26）a.  太郎，次郎，三郎の３人 
      b.  ？学生の３人      














にして行う。3.1.で説明したように，Q の NC 型は N が底となっていた。それに対して NQC
型は修飾関係はわからないが，Q を重点としていた（第７章仮説参照）。６章４.節で論じた
ように，Q というのは実質性の低い名詞であった。Q の NC 型のように実質性の高い N を
底にすると，指示対象が狭まり，N が指示する対象のみしか許容できなくなる。ここでは
N を質的情報と呼ぶ。それに対して Q を重点としている NQC 型は，実質性の低い Q が重
点になることで，指示対象は広くなる。つまり，Q のカテゴリーに入るものであれば，何
でも N に入れることができるようになる。ここでは Q を数・カテゴリー情報と呼ぶ。 
 
重点 
（29）学生たち３人→とにかく 3 人である→数・カテゴリー情報重視→異質性の許容 
３人の学生たち→とにかく学生である→質的情報が底 
 
（29）のように，数・カテゴリー情報を重点とする NQC 型は，とにかく 3 人であれば N
は何でもいいという解釈が可能になり，同質な集合物も異質な集合物も許容するのである。
Q の NC 型はそうはいかない。質的情報に重点を置くことで，同質性しか許容しないので
ある。さらに N の QC 型になると，Q が底となっており，NQC 型よりもはっきりと Q に
重点が置かれることがわかる。 
 （30）岩田，山本，須田の 3 人→数・カテゴリー情報が底→積極的に異質性を要求 






 （31）     Q の NC               NQC             N の QC 
    N（質的情報）：底    Q（数的情報）：重点   Q（数的情報）：底 
  
          同質なもの   
                               異質なもの 
 118
 
日本語数量詞の名詞句内数量詞用法は Q と N の位置を変化させることで，集合物の構成
要素間における均質性（同質か異質か）を調節しているというのが主張である。NQC 型
は同質なものも異質なものもどちらも表すことができるが，Q の NC 型は同質なもののみ，










（32）３人の学生      鈴木先生たち３人    先生と山下と山本くんの３人 
    学生 3 人 
 














（33）３人の学生      山本たち３人      山本と岩田と須田の 3 人  
    学生 3 人 
 
○ ○ ○        ○ ○ ○         ○ ○ ○ 





















































































































で逮捕し，女子生徒も共犯として逮捕したと 15 日，発表した。2 人は同じ中学の生




































   
２．数量詞代名詞的用法に関わる制約 
 代名詞的用法は，どんな数字でもどんな助数詞でも使えるというわけではなく，使用に 
                                                  



































‘contrastive information’が低いとする Downing（1986）の先行研究を支持できる。 
（13）a 私の友達は真田さんです。*その一人はいつもごはんに誘ってくれます。 



































































    B「二人は男の子？」 
（21）新郎新婦は，高知市の会社員高見良児さん（29）と小学校教諭育恵さん（28）。踊























娘 「ねえ お父さん……どうしてお母さんと一緒に暮らさないの？」 





























と，2 人は 30 代と 40 代の男性職員。2005.3.2（朝） 
（27＝（9））･･･，兵庫県警は，同県明石市内の市立中学 3 年の男子生徒（15）を殺人未
遂容疑で逮捕し，女子生徒も共犯として逮捕したと 15 日，発表した。2 人は同じ中
























                                                  




















































   「（？あなた／真仁田さん）がこんなところにいるなんて珍しいですね」 
（33） （先生が待ち合わせ場所に着いている。その後に到着した学生） 
    「（？？あなた／先生）はやはり早いですね」 
（34） （友人の祖父に会ったとき） 





    「（？あなたたち／？先生と先輩／お二人）はやはり早いですね」 
聞き手が先生と先輩なのだから，先輩を包含してしまう形で‘先生方69’という言い方もで
きるかもしれない。しかし発話時に，複数いる聞き手の実名や地位，及びそれらの組み合























































































































































                                                  




















   （6）この二人は仲がいいですね。 
      *このは仲がいいですね。 
   （7）僕ら二人は仲がいいですよ。 













































































のですが,この２匹の関係は何なのでしょうか？？ （ネット：はてな）  
もちろん,‘人’がすべて裸で使われるというわけではないが,人間以外の助数詞の場合,指示
詞が使われない例はほんのわずかである。収集した例では‘匹’に限られている。 
 （15）「ようし，３びき いっぺんに くってやるぞ。」（３匹のこぶた） 



























（19）（現場に不在の男女 2 人について話している）「実はね 私偶然聞いちゃったんで
す あの 2 人がクリスマスイブの日に 会う約束をしているのを……」（島） 


















































 （27）a.  僕の友人には田中というのがいます。英語がよくできるので,この仕事にピッ
タリだと思うんですが。 
b. （その人／この人／*彼／*あの人）は独身ですか。じゃ,その田中という人に頼













      妻「おかえりなさい。」 










   キートン「ああ,覚えてるよ。」「二人ともフォークランド戦争の英雄だ。」 
     ダニエル「そう,その二人が何をとち狂ったか,オマーンに赴任した時パキスタンから
の麻薬密輸に手を出した。」「五十万ポンド稼いでジブラルタルまで運んだ
ところで事件発覚…」 
































「きょうじゅうにたべものと水が見つからなければ三人ともゆき倒れだ」         
（ブッダ） 
































 ‘（33）？「そんな男はこの 2 人（が）知らないわけだし…」 














 一人称 二人称 三人称 





























（40）（場面には 3 人の参加者がいる：ダニエルからサムへの発話） 
ダニエル「いや,美女にビールは似合わない,カクテルだ。」「サム,マティニをくれ。俺と
こちらのレディにはベルモットを多めにな。」 










































































（50）自分が野々宮君であったならば，この妹のために…    （三四郎） 
（51）ところがその富士山は天然自然に昔から…        （三四郎） 
（52）あの君の知ってる里見という女があるでしょう。     （三四郎） 
ここでも話題に定着していない指示物の個体性を上げるという取り立て機能で，説明が可
能である。 
‘（50）自分が野々宮君であったならば，妹のために…    
‘（51）ところが富士山は天然自然に昔から…        



















































 （1）京都の下鴨に一軒の寿司屋がある。                 
   ＃京都の下鴨に寿司屋が一軒ある。（意味が変わる）       （加藤[美]2003） 
Q の NC 型の例と NCQ 型の例を比べると，NCQ 型の例は，数を問題にしていることがわ
かる。「下鴨に寿司屋は何軒あるのか？」を述べるときには「京都の下鴨に寿司屋が一軒あ












（１Q）のＮC 型       １人の学生が 
   N の（１Q）C 型       学生の１人が 
   NC（１Q）型        学生が１人 























Pre-Nominal constructions containing the number ‘one’ are often used in 
contexts where no numeral-classifier pair is required grammatically, but 
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where the speaker wishes to emphasize the fact that s/he is talking about one 



































































第５章で詳しく論じたように，Q の NC 型には使用制限があり，どんな場合でも自由に使
用できるというものではなかった。その制限は，N が定表現のとき Q が非制限的になると






は各々六機の円盤に鎖で引きずられてやってきた。ｐ155 （バンド）  
（18）（劇場の前には幟が数本立っていた。p200）→数本の幟も微かな夕風に敏感に反応
し，いまやすっかり生気を蘇らせている。p204 （モッキン） 
少し前に談話に導入された N とその数量 Q をもう一度言うときは，Q の NC 型が使われて
いるということであった。これらの例はたくさん見つかるが，ここで注意したいことは，








少なくとも，‘（19）のように一度導入された N を（１Q）の NC 型のみで同定することは
できない。ただ，“（19）のように指示詞を付加すれば可能になるが，Q の NC 型単独で導










 （22）*一人の男は私に話しかけてきた。           益岡・田窪（1992） 
３．１．２．個体の全体性を表す数詞‘一’ 





森財閥とつながりを持つしか手だてがなかったんだ。       
（24）二十数名の雄雄しき挺身隊員は，数万点のアメリカ衣料を分類し，整理し，梱包し，

















 ただし，‘二以上’と‘一’とでは決定的な違いがある。前者の場合 Q が N の全体数を
表しているのに対し，後者は Q に数的情報がなく，単に全体性を表すのみである。全体と
して‘一’であるということを示しているにすぎない。 





























（30）…親子揃うて一つ竈の飯食へるものやったら，…       加藤[美]（2003） 




















‘（32）当店の麺類は同じ一つの釜にて茹であげております        
























る舞いが異なる79。第７章の議論を簡単に再掲すると，N の QC 型は大きく三つのタイプに
分けられた。 
   タイプ１ Ｎが固有名詞などで Q の内訳を説明するもの 
（35）それから米内吉田山本の三人は一緒に朝粥を食って話をした。（山本） 
タイプ２ N が Q の属性的に解釈できるもの 
（36）五人の内，中年者の三人は大工，左官，足袋屋であった。（さぶ） 




細かい議論は繰り返さないが，タイプ１とタイプ 2 は N の数＝Q であるという共通点があ
                                                  
79 建石（2006）では，N の QC 型を対象にしているわけではないが，非指示的名詞句にお
ける「N の＋一＋助数詞」に関して，同様の指摘がある。 
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を渡り歩いていたのだ。                 
（44）おばあちゃんの話しによると，両人とも猿股一枚で，あぐらをかいて，まるで博奕
打ちのようだったそうです。                  加藤[美]（2003） 
確かに（45）のような‘で格’の例が多いが，「先行する名詞の表すものただそれだけ」と
いう意味を表すものなら（46）（47）のように他の例も見つかる。 






























る間，ただ一つの声を消すのは寂しかった。            張（2001） 
これは‘ただ’が共起しているので量の少なさが出るものと思われるが，こういった‘た










つまり，（１Q）の NC 型は，「医師のカテゴリーでは 1 人だけ」，NQC 型は，「人間のカテ
ゴリーでは 1 人だけ」という意味解釈になる。背景とするカテゴリーの種類が違うのであ
る。これは第８章で論じた意味の重点を考えれば説明ができる。NQC 型は NQ の連続にお
いて Q に重点を置くのに対して，Q の NC 型は N を底とするので，N を中心に理解すると









































































られている 2 タイプの‘一’の祖語に注目したい。 
（59）*sem－と *ei(no)－の両要素について（泉井 1978：190） 
       *sem－ 「一つにまとめる，集める」意味 
          *ei(no)－「いくつかのなかから特に一つを抽き出して示す」意味 
例えば英語においては，*sem－が same になり， *ei(no)－が one や a になっているとい
うことである。つまり，英語では‘一’を表すために*ei(no)－を選定したことになる。当
然他方を選定している言語もある80。 
 これらの指摘をまとめてみると，以下の 2 点になる。 
（60）ⅰ ‘一’という概念は‘二以上’を前提としていること 








（61）仮説：‘一’の概念には以下のような 2 タイプがある 
   要素包含型       要素取り出し型 
 
 ○ ○          ○ ○ 
                             
































     When a referential argument is introduced for the first time into 
discourse, the speaker obviously does not expect the hearer to identify it 
by its unique reference. Rather the speaker first identifies it to the hearer 
by its generic/connotative properties, as one member out of the many 
within the type. This is a peculiar situation, where the speaker wishes to 
perform two seemingly conflicting tasks: 
 168
   (ⅰ)  introduce a new argument as referential/existing; but  





５．１．２．N の（１Q）C 型：「N の中の Q」という意味 


































（67）  要素包含型 
 





















































      



























































（85） a. 世界一（世界で一番目） 日本一 クラス一 



























① 学生を 3 人招待した              （NCQ 型） 
② 3 人の学生を招待した             （Q のＮC 型） 
   ③ 学生 3 人を招待した              （NQC 型） 
④ 須田，山本，岩田の 3 人を招待した（N の QC 型） 
第 8 章で論じたように，NCQ 型以外はすべて名詞句内に数量詞があるという共通点があ
った。つまり NCQ 型だけは名詞句を形成せずに，数量詞が名詞（句）の外にある。文レベ
ルで数量詞が焦点化されるのが NCQ 型であり，これが数量表現の基本形であるという主張
を第 4 章で行なった。数量を伝えるための表現が NCQ 型であるとも言える。 
では，Q の NC 型，NQC 型，N の QC 型はどうなるのであろうか。第 8 章の議論で，こ




名詞句内数量詞の三つの用法については，それぞれ第 5 章，第 6 章，第 7 章で論じた後
で，第 8 章にまとめた通りである。まず，意味的な中心（重点）が N にあるのか Q にある
のかで Q の NC 型か NQC 型が使い分けられると主張した。名詞句だけを取り出して Q の
N と NQ を比較すると，数量を焦点化したり，強調したりする文脈に NQ が使われること
は 6 章で確認したとおりである。次に，意味的な中心の違いから，同質な集合物を要求す
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いのは，第５章で論じた Q の NC 型との対照的な振る舞いである。５章では，N が定表現
になることで Q が非制限的連体修飾になり，Q の NC 型が成立しているという主張を行な
った。つまり，数詞を‘一’にするか‘二以上’にするかで定・不定を分けていることに
 176
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